家庭内暴力、デートDV、性的暴行、ストーカー行為 
被害者のための緊急転居要請書

守秘義務に関する注：このフォームに記入された個人情報は、以下の守秘義務規定に従って、対象住宅提供者によって管理されます。 
[bookmark: _Hlk58412699]このフォームの目的あなたが対象住宅プログラムの下で支援されている住宅の入居者または申請者、あるいはそのプログラムに基づく仮住宅や賃貸補助を申請中または受給中で、緊急転居を要請し、女性に対する暴力禁止法（以下、「VAWA」）の下で緊急転居の資格があることを証明するために、このフォームを使用することができます。このフォームでは、家庭内暴力、デートDV、性的暴行、ストーカー行為を「VAWAにおける暴力/虐待」と呼びます。
VAWAでは、被害者の年齢、性別、婚姻状況にかかわらず、個人とその家族を保護します。
以下の場合に緊急転居を要請できます。
1. [bookmark: _Hlk77334663]あなた（または世帯員）がVAWAにおける暴力/虐待の被害者である
2. 緊急転居を明示的に要請している。 
3. 以下のいずれかに該当する
a. [bookmark: _Hlk57891523]あなた（または世帯員）が同じ住戸に留まれば、トラウマを含むさらなる暴力による差し迫った危害の脅威があると合理的に考えられる 
b. あなた（または世帯員）が性的暴行の被害者であり、現在の住戸に留まった場合、トラウマを含むさらなる暴力による差し迫った危害の脅威があると合理的に考えられる、または性的暴行が敷地内で発生し、その暴行が発生した日から90日以内（土日祝日を含む）に緊急転居を要請している 
対象住宅提供者は、緊急転居要請に際し、緊急転居の評価または提供の一環として、家賃滞納の有無を評価してはなりません。家賃滞納の有無は、VAWAに基づく緊急転居を要請する権利に影響しません。
ただし、このフォームを提出しても、必ず緊急転居ができるとは限りません。VAWAに基づく緊急転居の詳細については、対象住宅提供者のVAWA緊急転居計画書を参照してください。また、あなたが持つ可能性のあるその他の入居権については、「女性に対する暴力防止法に基づく入居権に関する通知」（フォームHUD-5380）を参照してください。
住宅提供者に書類を提出する必要はありますか？対象住宅提供者は、この緊急転居要請書への記入に加え、あなたまたは世帯員がVAWAにおける暴力/虐待の被害者であることを証明する書類を要求することがあります。対象住宅提供者が受け取ったVAWAにおける暴力/虐待についての情報に矛盾がない限り、VAWA自己証明書（フォームHUD-5382）に記入して提出することで、これに対応することができます。緊急転居を受ける資格があることを証明する第三者書類がある場合は、その書類を対象住宅提供者に提出することもできます。詳しくは、「女性に対する暴力禁止法に基づく入居権に関する通知」（フォームHUD-5380）をご参照ください。
[bookmark: _Hlk133439850]情報の秘密は守られますか？VAWAの保護を求めたり、これについて質問したりした場合、対象住宅提供者は、VAWAにおける暴力/虐待に関する情報、あなた（または世帯員）が被害者であるという事実に関する情報（このフォームに記載された情報を含む）を厳重に秘密として取り扱わなければなりません。この情報は、他の賃貸ファイルとは別に、安全に保管する必要があります。この情報の閲覧は、(1) 特定の理由で必要であり、(2) その理由での閲覧を対象住宅提供者が明示的に承認し、(3) その承認が適用法に準拠している場合に、対象住宅提供者の従業員/代理人によってのみ許可されます。この情報は、(1) 期間限定で対象者の書面による許可を得た場合、(2) 退去や支援打ち切りの審問の一環として要求された場合、(3) 法律によって要求された場合を除き、他の誰かに提供されたり、他の誰かと共有されるデータベースに登録されたりすることはありません。
さらに、対象住宅提供者は、あなた（または世帯員）に対するVAWAにおける暴力/虐待を行った、または行うおそれがある人物にあなたの所在地が開示されないよう、厳格な機密保持措置を講じることを義務付けています。
英語以外の言語での情報が必要な場合はどうすればよいですか？スペイン語またはその他の言語でこのフォームを読むには、[対象住宅提供者の連絡先を記入; HOPWA提供者の場合は、助成団体名と連絡先を記入]に連絡するか、[該当する場合は、ウェブサイトを記入]にアクセスしてください。VAWAフォームの翻訳版は、https://www.hud.gov/program_offices/administration/hudclips/forms/hud5a#4でご覧いただけます。英語以外の言語をご利用の場合、対象住宅提供者は、VAWAの保護に関する言語支援（通訳や翻訳など）を提供しなければなりません。
合理的配慮を求めることはできますか？対象住宅提供者は、障害のある人がVAWAの保護を平等に受けられるようにするために、規則、方針、慣行、またはサービスについて、必要と考えられる合理的な配慮を提供しなければなりません（書類提出の期限延長、書類記入の支援など）。退去手続き中であっても、たとえそれが初めてであっても、いつでも合理的配慮を求めることができます。対象住宅提供者が、ある特定の配慮が合理的でないとしてそれを却下する場合、まず対話を行い、可能な代替措置を共に検討する必要があります。また、対象住宅提供者は、障害のある人との効果的なコミュニケーションを確保する必要があります。
[bookmark: _Hlk133445924]さらに支援が必要ですか？VAWAに関する詳細情報およびお住まいの地域での支援については、https://www.hud.gov/vawaをご覧ください。住宅支援団体に相談するには、[地域の支援団体・法律機関の連絡先を入力]にご連絡ください。  
緊急転居を要請する入居者本人、もしくはその入居者に代わって記入
1. 被害者の氏名：_____________________________________________________________________________
2. 記入者の氏名（被害者と異なる場合）：_______________________________________________________
3. 他の世帯員の氏名： ________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________
4. 被害者とともに転居する他の世帯員の氏名：____________________________________________________
____________________________________________________________________________________
5. 加害者の氏名（知っており、安全に開示できる場合）：__________________________________________
6. 被害者が希望する転居先： ___________________________________________________________________
____________________________________________________________________________________
7. 現在の住戸の規模（寝室数）： ______________
8. 最も安全で確実な連絡方法は何ですか？（複数選択可）
連絡先が変わったり、安全な連絡方法でなくなったりした場合は、対象住宅提供者に通知してください。

|_|電話    	電話番号_____________________________________________________________________
ボイスメールを安全に受信可能ですか？ 	|_| はい		|_| いいえ

|_|メール     	メールアドレス：______________________________________________________________
メールを安全に受信可能ですか？	 |_| はい		|_| いいえ

|_|郵送	郵送先：____________________________________________________________________
住宅提供者からの郵便物を安全に受け取ることができますか？ 	|_| はい		|_| いいえ 

|_|その他	具体的に：_________________________________________________________________

9. その他、住宅提供者があなたと安全に連絡を取るために知っておくべきことはありますか？
____________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________

10. 安全な住戸に求められる条件はどのようなものですか？バリアフリーに関するニーズや、安全に暮らせる地域・そうでない地域の情報など、適切な転居を検討するための参考となる内容をここに記載できます。 
（緊急転居を提供できるかどうかは、入居可能な住戸の有無によります。）
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|_|転居先地域	|_| 転居先建物
|_|1階		|_| 2階以上
|_|出口近く		|_| 明るい廊下/歩道
|_|24時間セキュリティ		|_| バリアフリー
|_| その他：___________________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________

11. [bookmark: _Hlk100742755]対象住宅提供者は、緊急転居の要請を承認するために、あなた（または世帯員）がVAWAにおける暴力/虐待の被害者であることを証明する書類を求める場合があります。対象住宅提供者は書類の要求を書面で行う必要があります。提出する書類は以下から1つ選ぶことができます。 
·  家庭内暴力、デートDV、性的暴行、またはストーカー行為に関する証明書（HUD-5382）、および代替書類。フォームに、あなたと加害者の氏名（知っており、提供しても安全である場合）を記入してください。 
· VAWAにおける暴力/虐待に対処する手助けをした被害者支援団体、弁護士、精神衛生専門家、医療専門家が署名した書類。専門家は、「偽証罪の罰則に基づき」、VAWAにおける暴力/虐待が事実であり、VAWAの対象であると確信していることを明記しなければなりません。あなたと専門家の両方が陳述書に署名する必要があります。
· あなた（または世帯員）がVAWAにおける暴力/虐待の被害者であることを示す警察、行政、裁判所の記録（保護命令など）
· 対象住宅提供者が許可する場合、あなたが提供する陳述書またはその他の証拠

[bookmark: _Hlk58514005]入居者による証明：以下に署名することにより、私は、本フォームに記載された情報が、私の知識と記憶の及ぶ限り真実かつ正確であり、本フォームに記載された緊急転居の条件を満たしていることを証明します。  

署名   
日付



この情報収集にかかる公的報告の負担は、回答1件あたり平均20分と見積もられています。これには収集、検討、報告の時間も含まれます。この負担見積りの妥当性に関するご意見、負担軽減のためのご提案は、Reports Management Officer, QDAM, Department of Housing and Urban Development, 451 7th Street, SW, Washington, DC 20410までお寄せください。VAWA対象プログラムの対象住宅提供者は、家庭内暴力、デートDV、性的暴行、またはストーカー行為の被害者である入居者に対し、緊急転居要請書の提出を求めることができます。住宅提供者はこのフォームを入居者に提供し、入居者はこのフォームを使って緊急転居を要請することができます。この情報は、VAWAに基づく守秘義務の対象となります。連邦機関は、現在有効な行政管理予算局の管理番号が表示されていない限り、この情報を収集することはできず、このフォームに記入する必要はありません。 
